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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】書類等が自重による撓みを抑制して収納可能で
あると共に、ファイルボックス内の空間を有効に活用可
能なファイルボックス用書類押さえ具を提供する。
【解決手段】上部に開口部を有した箱本体１２を備え、
箱本体が、底板部１３と、底板部上に設けられた正面板
部１４、背面板部１５及び正面板部と背面板部とを連結
して互いに対向する一対の側面板部１６とを備えて書類
を収納可能なファイルボックス１０内に載置されるファ
イルボックス用書類押さえ具１であって、背面板部に沿
って横方向に延在する主板部２と、主板部から対向方向
に突出して横断面円弧状に曲げられている突出部３とを
備え、主板部と突出部との間の上部が開口していると共
に主板部と突出部との間にポケット用空間部Ｐが設けら
れている。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　上部に開口部を有した箱本体を備え、前記箱本体が、底板部と、前記底板部上に設けら
れた正面板部，背面板部及び前記正面板部と前記背面板部とを連結して互いに対向する一
対の側面板部とを備えて書類を収納可能なファイルボックス内に載置されるファイルボッ
クス用書類押さえ具であって、
　前記背面板部に沿って横方向に延在する主板部と、
　前記主板部から対向方向に突出して横断面円弧状に曲げられている突出部とを備え、
　前記主板部と前記突出部との間の上部が開口していると共に前記主板部と前記突出部と
の間にポケット用空間部が設けられていることを特徴とするファイルボックス用書類押さ
え具。
【請求項２】
　請求項１に記載のファイルボックス用書類押さえ具において、
　前記主板部の下部に前記主板部に対して直角に設けられ前記底板部上に載置可能なベー
ス板部を備えていることを特徴とするファイルボックス用書類押さえ具。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載のファイルボックス用書類押さえ具において、
　前記突出部が、その上部に前記主板部の上部から下方に向けて傾斜した傾斜面部を有し
ていることを特徴とするファイルボックス用書類押さえ具。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか一項に記載のファイルボックス用書類押さえ具において、
　前記突出部の横幅方向における両端部の一方が、前記主板部に固定されていると共に前
記両端部の他方が開放端であり、
　前記主板部に、内方に突出していると共に前記両端部の他方を係止可能な係止部が形成
されていることを特徴とするファイルボックス用書類押さえ具。
【請求項５】
　請求項４に記載のファイルボックス用書類押さえ具において、
　前記係止部が、前記主板部の横幅方向に複数形成されていることを特徴とするファイル
ボックス用書類押さえ具。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか一項に記載のファイルボックス用書類押さえ具において、
　前記突出部を含む全体が一枚の薄板を折り曲げて形成され、
　前記薄板に、折り曲げ用線が表示され、
　前記折り曲げ用線の部分に折り目が形成されていることを特徴とするファイルボックス
用書類押さえ具。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、ファイルボックス内に収納可能でファイルボックス内の書類等の自重による
撓みを抑制するファイルボックス用書類押さえ具である。
【背景技術】
【０００２】
　書類等の収納するファイルボックスは、上部が開口している箱状のものが一般的に用い
られている。
　このようなファイルボックス内に書類等を上部の開口部から入れた際、書類等が薄い場
合や少ない場合、書類等が自重で撓んでしまい、そのままの状態で長い間、収納している
と撓んだ状態で変形してしまう問題があった。
【０００３】
　その対策として、例えば特許文献１には、ファイルボックス内に書類を押さえる書類押
さえ板と当接板とが弾性力により伸縮自在に連結されて収納される書類押さえ具が記載さ
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れている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－２８１５７９号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記従来の技術には、以下の課題が残されている。
　すなわち、上記従来の技術では、ファイルボックス内に収納した書類等が自重で撓まな
いように書類押さえ具を用いているが、書類押さえ具を設置した分だけファイルボックス
内のスペースが減少してしまい、ファイルボックス内の空間を有効に活用することができ
なかった。
【０００６】
　本考案は、前述の課題に鑑みてなされたもので、書類等が自重による撓みを抑制して収
納可能であると共に、ファイルボックス内の空間を有効に活用可能なファイルボックス用
書類押さえ具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本考案は、前記課題を解決するために以下の構成を採用した。すなわち、第１の考案に
係るファイルボックス用書類押さえ具は、上部に開口部を有した箱本体を備え、前記箱本
体が、底板部と、前記底板部上に設けられた正面板部，背面板部及び前記正面板部と前記
背面板部とを連結して互いに対向する一対の側面板部とを備えて書類を収納可能なファイ
ルボックス内に載置されるファイルボックス用書類押さえ具であって、前記背面板部に沿
って横方向に延在する主板部と、前記主板部から対向方向に突出して横断面円弧状に曲げ
られている突出部とを備え、前記主板部と前記突出部との間の上部が開口していると共に
前記主板部と前記突出部との間にポケット用空間部が設けられていることを特徴とする。
【０００８】
　このファイルボックス用書類押さえ具では、主板部から対向方向に突出して横断面円弧
状に曲げられている突出部を備え、主板部と突出部との間の上部が開口していると共に主
板部と突出部との間にポケット用空間部が設けられているので、突出した突出部により書
類が支持されて自重で撓むことを抑制できると共に、突出部内に形成されたポケット用空
間部に他の書類，小物，文房具（定規やペン等）等を入れて収納することが可能になる。
すなわち、ポケット用空間部を他の種類や文房具等を収納するスペースとして活用するこ
とができ、ファイルボックス内を有効に活用することが可能になる。
　なお、突出部が、横断面円弧状に曲げられて突出しているので、突出部の弾性力によっ
て箱本体内の書類が正面板部又は背面板部に押し付けられて支持されることで、撓みを抑
制することができる。
【０００９】
　第２の考案に係るファイルボックス用書類押さえ具は、第１の考案において、前記主板
部の下部に前記主板部に対して直角に設けられ前記底板部上に載置可能なベース板部を備
えていることを特徴とする。
　すなわち、このファイルボックス用書類押さえ具では、主板部の下部に主板部に対して
直角に設けられ底板部上に載置可能なベース板部を備えているので、ベース板部によって
主板部が垂直に支持されて傾くことを防止できると共にファイルボックスの底板部を補強
することができる。
【００１０】
　第３の考案に係るファイルボックス用書類押さえ具は、第１又は第２の考案において、
前記突出部が、その上部に前記主板部の上部から下方に向けて傾斜した傾斜面部を有して
いることを特徴とする。
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　すなわち、このファイルボックス用書類押さえ具では、突出部が、その上部に主板部の
上部から下方に向けて傾斜した傾斜面部を有しているので、テーパ形状となる傾斜面部が
ガイドとして機能することで、突出部と正面板部又は背面板部との間に書類等を容易に挿
入することができる。
【００１１】
　第４の考案に係るファイルボックス用書類押さえ具は、第１から第３の考案のいずれか
において、前記突出部の横幅方向における両端部の一方が、前記主板部に固定されている
と共に前記両端部の他方が開放端であり、前記主板部に、内方に突出していると共に前記
両端部の他方を係止可能な係止部が形成されていることを特徴とする。
　すなわち、このファイルボックス用書類押さえ具では、横断面円弧状に突出した突出部
の開放端が係止部に係止されることで、収納する書類等の量が増えて突出部が押されても
、突出部の形状を保持することができる。
【００１２】
　第５の考案に係るファイルボックス用書類押さえ具は、第４の考案において、前記係止
部が、前記主板部の横幅方向に複数形成されていることを特徴とする。
　すなわち、このファイルボックス用書類押さえ具では、係止部が、主板部の横幅方向に
複数形成されているので、突出部の開放端を係止する係止部を上記横幅方向で選択するこ
とができ、収納する書類等の量に応じて突出部の突出量（突出部の曲率）を容易に変更す
ることができる。
【００１３】
　第６の考案に係るファイルボックス用書類押さえ具は、第１から第５の考案のいずれか
において、前記突出部を含む全体が一枚の薄板を折り曲げて形成され、前記薄板に、折り
曲げ用線が表示され、前記折り曲げ用線の部分に折り目が形成されていることを特徴とす
る。
　すなわち、このファイルボックス用書類押さえ具では、突出部を含む全体が一枚の薄板
を折り曲げて形成され、薄板に、折り曲げ用線が表示され、折り曲げ用線の部分に折り目
が形成されているので、折り曲げる部分に目安として折り曲げ用線が表示されていると共
に、折り目が形成されていることで、容易に折り曲げて作製することができる。
【考案の効果】
【００１４】
　本考案によれば、以下の効果を奏する。
　すなわち、本考案に係るファイルボックス用書類押さえ具によれば、主板部から対向方
向に突出して横断面円弧状に曲げられている突出部を備え、主板部と突出部との間の上部
が開口していると共に主板部と突出部との間にポケット用空間部が設けられているので、
突出した突出部により書類が支持されて自重で撓むことを抑制できると共に、突出部内に
形成されたポケット用空間部に他の書類，小物，文房具（定規やペン等）等を入れて収納
することが可能になる。
　したがって、本考案のファイルボックスでは、薄い冊子やクリアファイル等の書類を入
れても自重で撓み難く、変形を防いで収納することができると共に、ポケット用空間部を
他の書類や文房具等を収納するスペースとして活用することができ、ファイルボックス内
の空間を有効に活用することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本考案に係るファイルボックス用書類押さえ具の一実施形態を示す斜視図である
。
【図２】本実施形態において、ファイルボックス用書類押さえ具を蓋部及び取っ手部を除
いたファイルボックス内に設置した状態を示す断面図（ａ）及び上面図（ｂ）である。
【図３】本実施形態において、ファイルボックス用書類押さえ具をファイルボックス内に
設置した状態を示す斜視図である。
【図４】本実施形態において、ファイルボックス用書類押さえ具を展開した薄板を示す平
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面図である。
【考案を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本考案に係るファイルボックス用書類押さえ具の一実施形態を、図１から図４を
参照しながら説明する。
【００１７】
　本実施形態のファイルボックス用書類押さえ具１は、図１から図３に示すように、上部
に開口部を有した箱本体１２を備え、箱本体１２が、底板部１３と、底板部１３上に設け
られた正面板部１４，背面板部１５及び正面板部１４と背面板部１５とを連結して互いに
対向する一対の側面板部１６とを備えて書類Ｓを収納可能なファイルボックス１０内に載
置されるファイルボックス用書類押さえ具であって、背面板部１５に沿って横方向に延在
する主板部２と、主板部２から対向方向に突出して横断面円弧状に曲げられている突出部
３とを備えている。
【００１８】
　すなわち、突出部３は、主板部２に対向した背面板部１２又は正面板部１４に向けて突
出している。
　上記主板部２と突出部３との間の上部は開口していると共に、主板部２と突出部３との
間にポケット用空間部Ｐが設けられている。
　また、本実施形態のファイルボックス用書類押さえ具１は、上記主板部２の下部に主板
部２に対して直角に設けられ底板部１３上に載置可能なベース板部４を備えている。
　上記突出部３は、その上部に主板部２の上部から下方に向けて傾斜した傾斜面部３ａを
有している。
【００１９】
　上記突出部３の横幅方向における両端部の一方は、主板部２に固定されていると共に両
端部の他方が開放端であり、主板部２に、内方（主板部２の対向方向又は正面板部１４側
）に突出していると共に両端部の他方を係止可能な係止部２ａが形成されている。
　上記係止部２ａは、主板部２の横幅方向に複数形成されている。
【００２０】
　本実施形態のファイルボックス用書類押さえ具１は、例えば背面板部１６側にベース板
部４を配してファイルボックス１内に設置した場合、突出部３は、正面板部１４に向けて
突出し書類Ｓを押し付けて支持している。
　係止部２ａは、主板部２に矩形状の切り込みが施されて形成された長方形状片を、外側
に折り曲げて主板部２に対して傾斜状態に突出させた部分である。
【００２１】
　本実施形態のファイルボックス用書類押さえ具１は、図４に示すように、突出部３を含
む全体が一枚の薄板１１を折り曲げて形成されている。
　上記薄板１１には、折り曲げ用線Ａ１～Ａ４が表示（印刷）され、折り曲げ用線Ａ１～
Ａ４の部分に折り目が形成されている。
　上記薄板１１は、例えば段ボール，厚紙又はプラスチック薄板等で形成されている。
　なお、図中、折り曲げ用線Ａ１～Ａ４及び上記折り目は、二点鎖線で示している。
【００２２】
　また、上記ファイルボックス１０は、正面板部１４の上部に設けられ開口部を覆って開
閉可能な蓋部１８と、背面板部１５の上部に設けられ取っ手孔１９ａが形成された取っ手
板部１９とを備えている。
　なお、蓋部１８には、開閉時に指を引っ掛けることができる開閉用孔１８ａが形成され
ている。
　さらに、一方の側面板部１６には、収納した書類Ｓを外側から視認可能な確認孔１４ａ
が形成されている。
【００２３】
　本実施形態のファイルボックス用書類押さえ具１を組み立てるには、図４に示す薄板１
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１の折り曲げ用線Ａ１～Ａ４及び折り目に基づいて折り曲げることで、図１に示す形状と
する。
　すなわち、折り曲げ用線Ａ１を谷折りすることで、主板部２に対して直角に折り曲げら
れたベース板部４が得られる。
【００２４】
　また、折り曲げ用線Ａ２で折り曲げて突出部３の部分を主板部２の表面側に折り返す。
　さらに、折り曲げ用線Ａ２で折り曲げた際に、折り曲げ用線Ａ３で谷折りすると共に、
「のり代」と表示（印刷）した部分を折り曲げ用線Ａ２と折り曲げ用線Ａ３との間にのり
等の接着剤で接着する。
　突出部３は、湾曲線である折り曲げ用線Ａ４の折り目で折り曲げることで、上部に開口
部と傾斜面部３ａとを有する横断面円弧状の押し付け用突出部が得られる。このとき、折
り曲げ用線Ａ４は谷折りする。
　折り曲げて形成した突出部３の開放端は、複数の係止部２ａのうち選択した係止部２ａ
に差し込んで位置決めする。
【００２５】
　このように第１実施形態のファイルボックス用書類押さえ具１では、主板部２から対向
方向に突出して横断面円弧状に曲げられている突出部３を備え、主板部２と突出部３との
間の上部が開口していると共に主板部２と突出部３との間にポケット用空間部Ｐが設けら
れているので、突出した突出部３により書類Ｓが支持されて自重で撓むことを抑制できる
と共に、突出部３内に形成されたポケット用空間部Ｐに他の書類，小物，文房具（定規や
ペン等）等を入れて収納することが可能になる。
【００２６】
　すなわち、ポケット用空間部Ｐを他の種類や文房具等を収納するスペースとして活用す
ることができ、ファイルボックス１内を有効に活用することが可能になる。
　なお、突出部３が、横断面円弧状に曲げられて突出しているので、突出部３の弾性力に
よって箱本体１２内の書類Ｓが正面板部１４又は背面板部１５に押し付けられて支持され
ることで、撓みを抑制することができる。
【００２７】
　また、主板部２の下部に主板部２に対して直角に設けられ底板部１３上に載置可能なベ
ース板部４を備えているので、ベース板部４によって主板部２が垂直に支持されて傾くこ
とを防止できると共にファイルボックス１の底板部１３を補強することができる。
　また、突出部３が、その上部に主板部２の上部から下方に向けて傾斜した傾斜面部３ａ
を有しているので、テーパ形状となる傾斜面部３ａがガイドとして機能することで、突出
部３と正面板部１４又は背面板部１５との間に書類Ｓ等を容易に挿入することができる。
【００２８】
　また、横断面円弧状に突出した突出部３の開放端が係止部２ａに係止されることで、収
納する書類Ｓ等の量が増えて突出部３が押されても、突出部３の形状を保持することがで
きる。
　また、係止部２ａが、主板部２の横幅方向に複数形成されているので、突出部３の開放
端を係止する係止部２ａを上記横幅方向で選択することができ、収納する書類Ｓ等の量に
応じて突出部３の突出量（突出部の曲率）を容易に変更することができる。
【００２９】
　さらに、突出部３を含む全体が一枚の薄板１１を折り曲げて形成され、薄板１１に、折
り曲げ用線Ａ１～Ａ４が表示され、折り曲げ用線Ａ１～Ａ４の部分に折り目が形成されて
いるので、折り曲げる部分に目安として折り曲げ用線Ａ１～Ａ４が表示されていると共に
、折り目が形成されていることで、容易に折り曲げて作製することができる。
【００３０】
　なお、本考案の技術範囲は上記実施形態に限定されるものではなく、本考案の趣旨を逸
脱しない範囲において種々の変更を加えることが可能である。
【符号の説明】
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【００３１】
　１…ファイルボックス用書類押さえ具、２…主板部、２ａ…係止部、３ａ…傾斜面部、
３…突出部、４…ベース板部、１０…ファイルボックス、１１…薄板、１２…箱本体、１
３…底板部、１４…正面板部、１５…背面板部、１６…側面板部、Ａ１～Ａ４…折り曲げ
用線、Ｐ…ポケット用空間部、Ｓ…書類
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